
8 年 2 月 12 日 （ 木 ）

13 ： 30 15 ： 30

0 名

3

4

学　校　運　営　協　議　会　会　議　録

会議の名称 習志野市立第二中学校 第４回　学校運営協議会

開催日時

令和

【開会】 【閉会】

開催場所 第二中学校 大会議

傍聴者

議　題 協議結果・意見の概要等

活
動

授業参観
意
見
等

・教科書、資料書、タブレットで机上がいっぱいになって
いる。副教材も含め、精選が必要。
・教科主任が中心になって、教科の連携を図る。
・廊下掲示は学年で統一が必要。
・先生方の目線が大事。生徒の表情をしっかり見る。
・どのようにアウトプットさせていくかが大事。

地域学校協働活動報告 ・１年間の活動について報告した。（絆祭、絆の会について）

特になし。来年度について

協
議
等
要
旨

2
タブレット（ドリルパーク・テ
ストパーク）の活用につい
て

・タブレット内にあるアプリ（ドリルパーク・テストパーク）を実際
に操作した。
・先生方のメリットは何か？
〇生徒達の理解度や実施状況が一目でわかる。
〇答え合わせも一瞬でできるため、時間の短縮によって働き方
改革にもつながる。

1 学校評価について

・授業参観での授業の内容を精選し、保護者の方に現状を理
解していただくようにしたらどうか？
・数値だけではわからない部分を子供の様子や思いを伝える
場があってもいいのではないか。
・授業参加などで、教科の学習だけでなく、進路学習や学活、
道徳など幅広く実施していく必要がある。
・中学生くらいになると、学校からの発信だけでは、子供から大
人に伝わらないことも多くある。だからこそ、保護者が学校に足
を運ぶ機会を大事にしなければならない。
・保護者の方が学校に興味関心をもってもらうことはできない
のか。


